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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさ

わしい施設・設備が整備され,適切な安全管理の下に有効に活用されてい

るか。また，施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされてい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校は，教室，研究室，実験・実習室はもちろん，運動施設，情報処理教育センター，ものづ

くり教育研究棟，図書館，視聴覚教育施設（アセンブリホール，マルチメディア教室），実習工

場，学生寮，厚生補導施設，練習船「弓削丸」，実習船「はまかぜ」，実習船係留場（艇庫・浮

桟橋），各種舟艇など各学科の多岐にわたり様々なスキームに対応できるよう，多くの施設・設

備が整備されている。施設延面積は校舎地区が 19,423 ㎡，実習船係留施設が 718 ㎡（海上構築物

が 1,152 ㎡），学生寮が 9,059 ㎡である（資料８－１－①－１，２）。 

 教室は，快適な環境で学習できるよう，全室にエアコンが装備されている。運動施設としては，

日本陸連公認の 400ｍトラックの陸上競技場の他，野球場やテニスコート５面が整備されている。

また，バレーコート２面が取れる体育館が２棟あり，第一体育館２階には筋力トレーニング用機

器が整備されている。武道場と剣道場も別々にあり，更に 25ｍの屋外プール施設が配置されてい

る。 

 勉学支援施設としては，情報処理教育センター，情報処理演習室，製図室，専攻科用レクチャ

ールーム・オープンラボ・ＰＣ室，図書館，実習工場などが整備されている。情報処理教育セン

ターには，サーバ室，端末室のほか，講義・演習の行える教室や事務室がある（資料８－１－①

－３）。図書館では，蔵書や学術雑誌，しまなみ海道地域の海事資料など約 77,000 冊の多彩な書

籍があり，自主的学習スペースや史料館も併設されている（資料８－１－①－４）。また，検索

サービスや時間外開館，地域開放も行われている。実習工場では，近年，最新型のＮＣフライス

盤及びＮＣワイヤカット放電加工機を導入したばかりであり，各種工作機械が整備されており，

各学科の実習や研究に活用されている（資料８－１－①－５）。実習工場横には，技術職員のた

めの事務室が整備されており，実習工場の安全管理の役割を果たしている。また，実習に関して

は，常時携帯用の「実験実習安全必携」を配付し，作業着，作業帽，安全靴の着用やテーマごと

に安全指導を行っている。 

 三級海技士の第１種船舶職員養成施設として認定されている商船学科を有する本校の特徴とし

て，練習船「弓削丸」及び実習船「はまかぜ」を整備している（資料８－１－①－６）。これら

を係留するために，実習船係留場が設置されており，平成 22 年度に，新営艇庫が竣工し，船舶の

安全運行支援のために舟艇管理室も整備されている。続いて，平成 23 年度には，固定橋・可動橋

の改修を行った。このように，実習船係留場の施設更新を，順次進めているが，浮桟橋の老朽化

が著しく更新が喫緊の課題となっている（資料８－１－①－７）。練習船「弓削丸」は，海技技

術者育成のためだけでなく，電子機械工学科や情報工学科などの工業系学生も航海実習や授業，

卒業研究等で利用している。航海実習については，航海実習のしおりを作成・配布し，実習内容

の確認だけでなく，実習に必要な心構え，服装，実習環境や留意事項など学生が安全に実習でき

るように指導している。更に，他機関との共同研究，四国地区高専との連携・交流事業，オープ
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ンキャンパス，体験公開や地域イベントへの参加による海事技術，知識の普及など多方面で活用

されている（資料８－１－①－８）。 

 以上のような施設・設備は，授業時間割の編成を工夫して，授業や実験・実習で幅広く利用さ

れている（資料８－１－①－９）。また，図書館，体育館，運動場，実習工場などについては，

課外活動や放課後の自主的学習でも活用されている。 

 本校は，遠方からの入学者が多いことと規律ある団体生活を学ばせるため，学生寮を設置して

いる（資料８－１－①－10）。１，２年生は原則として全寮制であり，寮生活を通じ基本的生活

習慣を身に付けさせ，技術者としての資質を育成している。平成 23 年度に，全室にエアコンを整

備し，より快適な寮生活を送ることができるようになった。しかしながら，寮生数の急増により

居室が不足しており，居室の部分改修による定員増だけでなく，新棟建築が喫緊の課題となって

いる。 

 厚生補導施設としては，「白雲館」と「青雲館」がある。「白雲館」は，食堂や会議，研修，

合宿のために利用されており，「青雲館」は，教職員の福利厚生や非常勤講師など学外利用者の

宿泊に利用されている。 

 障害のある学生への考慮として，バリアフリー化を進めてきている。現在，バリアフリー化し

ている建築物は，校舎地区内で管理棟，一般科目棟，ものづくり教育研究棟，白雲館，第１体育

館，第２体育館，図書館，武道場である。学生寮地区ではＡ棟，実習船係留場地区では艇庫が該

当している。バリアフリー化の状況は，資料８－１－①－11 のとおりである。 

 環境面に配慮した施設として，太陽光発電システムを導入し，管理棟屋上にパネルを設置して

いる。これにより，使用総電気量の約２％をまかなうことができている。また，「ものづくり教

育研究棟」においては，エネルギー効率の高い省エネルギーシステムを積極的に導入し，環境負

荷低減をより推進させている（資料８－１－①－12）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設，設備が十分に整備されてお

り，適切な安全管理の下で有効に活用されている。特に練習船「弓削丸」は海技技術者育成のた

めだけでなく，工業系学生の教育・実習，教員の研究や他機関との共同研究，四国地区高専との

連携・交流事業，オープンキャンパス，体験公開や地域イベント等さまざまな分野でも活用され

ている。また，施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされている。 
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資料８－１－①－１ 
 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．40） 
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資料８－１－①－２ 
 

（出典：2012 学校要覧裏表紙） 
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資料８－１－①－３ 
 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．27） 
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資料８－１－①－４ 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．30，32） 
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資料８－１－①－５ 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．29） 
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資料８－１－①－６ 

 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．28） 
 



弓削商船高等専門学校 基準８ 

- 506 - 

資料８－１－①－７ 
 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．29） 
 



弓削商船高等専門学校 基準８ 

- 507 - 

資料８－１－①－８ 
 

（出典：練習船弓削丸班） 
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資料８－１－①－９ 
 

（出典：学生課） 
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資料８－１－①－10 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．31，33） 
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資料８－１－①－11 

（出典：総務課） 
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資料８－１－①－12－１ 

（出典：環境報告書表紙Ｐ．１，12） 
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資料８－１－①－12－２ 

 

 

（出典：環境報告書Ｐ．26） 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

情報処理教育センターが中心になって，ＩＣＴ環境を整備している。情報コンセントは，各実

験室，研究室だけでなく，教室や学生寮の居室にも用意されている。更に，校舎内のほぼ全域で

無線ＬＡＮが利用可能である（資料８－１－②－１）。 

セキュリティを十分確保するため，セキュリティポリシーを制定し，対外接続部分にはファイ

ヤーウォールとアンチウィルス機器を設置し，外部からのウィルスの進入や不正アクセスを防ぐ

体制を構築している（資料８－１－②－２）。各端末では，ウィルス対策ソフトウェアを用意し，

導入を義務付けている（資料８－１－②－３）。ウィルス対策ソフトの導入の有無は，ＩＣＴ資

産管理ソフトウェアによって年に２回のチェックを実施しており，各ＰＣにおけるウィルス定義

データベースの更新状況や感染情報などがサーバに転送され，一元管理がされている。更に，学

生，教職員にセキュリティ意識を持たせるため，新入生，新たに採用された教職員に対してセキ

ュリティに関するガイタンスを行っている（資料８－１－②－４）。これらのセキュリティ対策

を適切に実行し，確認するために，情報セキュリティ管理委員会を設置し，その決定に従って，

情報処理教育センター運営委員会，情報ネットワーク運営専門部会がネットワークの運用に当た

っている。更に，ネットワークが正しく運用されているかチェックするために，情報セキュリテ

ィ連絡網が整備されている（資料８－１－②－５，６）。 

 また，一斉授業で利用できるＰＣは，情報処理教育センターのＴＳＳ室と情報演習室，専攻科 

ＰＣ室に設置されている。学生寮の居室からのネットワーク接続については，講習会を開いた上

で登録を許可するシステムにしている（資料８－１－②－７）。 

こうしたセキュリティ管理の下で多くの授業や実験及び課外活動等に利用されている（資料８

－１－②－８）。また，情報処理教育センターのウェブサイトから利用できる e-learning コンテ

ンツが準備されており，自学自習，資格取得対策及び授業で活用されている（資料８－１－②－

９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

情報処理教育センターが中心になって，教育，研究に必要なＩＣＴ環境を整備している。情報

セキュリティ管理委員会を設置し，情報処理教育センター運営委員会，情報ネットワーク管理専

門部会及び情報セキュリティ推進委員会が設置されており，セキュリティソフトをはじめとする

ＩＣＴ資産管理を統合化する仕組みや，教育用ＰＣの維持・管理ソフトの導入など十分なセキュ

リティ管理体制が構築されている。こうしたセキュリティ管理の下で多くの授業や実験，課外活

動及び学生寮の居室からも利用されている。また，多種類の e-learning コンテンツが準備されて

おり，自学自習，資格取得対策及び授業で活用されている。 

以上のことから，教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管

理の下に適切に整備され，有効に活用されている。 
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資料８－１－②－１ 
（拡大版：別添資料２） 

（出典：情報処理教育センター） 
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資料８－１－②－２ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集 11－２抜粋） 
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資料８－１－②－３ 

 

 

（出典：情報処理教育センター） 
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資料８－１－②－４ 
 

（出典：情報処理教育センター） 
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資料８－１－②－５ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－11 抜粋） 
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資料８－１－②－６ 

（出典：情報処理教育センター） 
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資料８－１－②－７ 
 

（出典：情報処理教育センター） 
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資料８－１－②－８  

（出典：情報処理教育センター） 
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資料８－１－②－９ 

 

（出典：平成 25 年度授業科目シラバスＰ．458） 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収

集,整理されており，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 図書館には，閲覧室，書庫，視聴覚コーナーがあり，約 77,000 冊の図書のほか，学術雑誌やＤ

ＶＤ等の視聴覚資料等が，学術分野及び学科構成に対応して系統的に収集・整理されている（資

料８－１－①－４，資料８－２－①－１）。また，図書検索用パソコンを設置し，広く図書館を

開放し地域住民にもサービスを提供している（資料８－２－①－２）。 

 平成 23 年度の教職員・学生利用状況は，年間貸出冊数 2,909 冊（うち学生 1,843 冊），一日平

均入館者数は約 20 人程である。利用者数は，時期によって大きな変動がある。試験やオープンキ

ャンパス，商船祭などイベントのある６, ７, 11, ２月が多くなっている（資料８－２－①－３，

４）。 

 図書館の利用促進のために，教員による図書の選定及び学生のための購入希望図書申込用紙の

館内設置（資料資料８－２－①－５，６）も行っている。また，作文コンクールの実施や図書館

だよりの刊行（資料資料８－２－①－７，８）等の図書館利用促進策・広報活動を進めている。

しかしながら，全体的には利用率は十分ではなく，更に有効に活用されるよう努めることが課題

である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の図書館は，閲覧室，書庫，視聴覚コーナーがあり，約 77,000 冊の図書や学術雑誌等，教

育研究上必要な資料が系統的に整備されている。図書館の利用を促進するために，図書の受入に

は教員や学生による図書の選定を行っており，また，地域住民への開放，休日開館，作文コンク

ールの実施，図書館だよりの刊行などを行っているものの，全体的には利用率は十分ではなく，

更に有効に活用されるよう努めることが課題である。 
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資料８－２－①－１ 
 

（出典：図書館） 
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資料８－２－①－２ 

（出典：図書館） 
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資料８－２－①－３ 
 

（出典：図書館） 
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資料８－２－①－４ 
 

（出典：図書館） 
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資料８－２－①－５ 
 

（出典：図書館） 
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資料８－２－①－６ 

資料８－２－①－７ 

（出典：図書館） 

（出典：図書館） 
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資料８－２－①－８ 

 

（出典：図書館だより第 16 号表紙） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点） 

本校の特徴である練習船「弓削丸」は，海技技術者育成のためだけでなく，工業系学科の学生

の教育・実習，教員の研究，他機関との共同研究，四国地区高等専門学校との連携事業，オープ

ンキャンパス，体験公開や地域イベント等の様々な分野で活用されている。 

（改善を要する点） 

 老朽化した浮桟橋の改修及び居室が不足している学生寮の新棟建築が喫緊の課題になっている。

また，図書館の利用率が十分ではなく，さらに有効に活用されるよう努めることも課題である。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設，設備が整備されており，適

切な安全管理の下で有効に活用されている。特に，練習船「弓削丸」は，海技技術者育成及び研

究のためだけでなく，工業系学科の学生の教育・実習，他機関との共同研究及び連携事業等の様々

な分野で活用されている。また，バリアフリー化や環境への配慮もなされている。 

情報処理教育センターが中心になって，教育，研究に必要なＩＣＴ環境を整備しており，十分

なセキュリティ管理体制の下で多くの授業や実験，課外活動及び学生寮の居室からも利用されて

いる。また，多種類の e-learning コンテンツが準備されており，自学自習，資格取得対策及び授

業で活用されている。 

 図書館には，閲覧室，書庫，視聴覚コーナーがあり，約 77,000 冊の図書や学術雑誌等，教育研

究上必要な資料が系統的に整備されている。全体的な利用率は十分とはいえないが，利用を促進

するために，図書の受入には教員や学生による図書の選定や休日開館，作文コンクールの実施，

図書館だよりの刊行などを行って，さらに有効に活用されるよう努めている。 
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